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京
都
の
代
表
的 

景
勝
地 

桂
川
の
流
れ
と
と
も

に
歴
史
を
刻
ん
で
き
た

梅
津
地
区 

梅
宮
大
社
参
拝 

神
苑
散
策
報
告 

３
月

16

日
は
雲
一

つ
な
い
快
晴
で
、
風
も

な
く
あ
た
た
か
な
良
い

天
気
で
し
た
。 

松
尾
大
社
駅
改
札
出

口
に
全
員
集
合
し
ま
し

た
。
ま
ず
出
発
前
に
本

日
使
う
「
京
都
梅
津
の

梅
宮
大
社
参
拝
と
王
朝

時
代
を
偲
び
回
遊
式
庭

園
散
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
配
布
し
ま
し
た
。 

駅
前
か
ら
は
西
を
向

く
と
松
尾
大
社
の
大
き 

な
赤
い
鳥
居
が
目
に
飛 

      

び
込
み
、
東
を
向
く
と

阪
急
嵐
山
線
の
踏
切
が

間
近
に
あ
り
、
そ
の
西

に
松
尾
橋
が
見
え
ま
し

た
。
松
尾
大
社
前
交
差

点
の
交
通
量
が
多
く
緊

張
を
要
し
ま
し
た
。 

松
尾
橋
の
歩
道
は
、

広
く
手
摺
も
風
景
に
マ

ッ
チ
し
て
い
ま
し
た
。 

北
を
向
く
と
愛
宕
山

な
ど
の
奇
麗
な
山
並
み

が
見
ら
れ
、
南
を
見
る

と
桂
川
が
大
き
く
東
に

向
っ
て
う
ね
っ
て
い
る

の
が
見
え
ま
し
た
。
松

尾
橋
か
ら
約
５
０
０
ｍ

東
に
進
む
と
梅
宮
大
社

前
交
差
点
に
着
き
ま
し

た
。 

       

交
差
点
か
ら
山
手
に

５
０
ｍ
ほ
ど
先
に
石
の

鳥
居
と
赤
い
鳥
居
が
見

え
ま
す
。
鳥
居
を
く
ぐ

る
と
目
の
前
に
、
随
身

門
い
わ
ゆ
る
楼
門
が
あ

り
ま
す
。
楼
門
の
２
階

に
酒
樽
が
並
ん
で
い
ま

す
。 こ

れ
で
酒
造
守
護
の

神
社
だ
と
わ
か
り
ま
す
。 

随
身
門
の
守
護
神
像

は
、
八
坂
神
社
や
松
尾

大
社
と
同
様
に
、
仁
王

様
で
は
な
く
木
製
の
隋

神
が
左
右
に
安
置
さ
れ

て
い
て
、
こ
れ
を
見
た

だ
け
で
も
神
社
の
歴
史

が
解
る
気
が
し
ま
す
。 

江
戸
時
代
の
造
営
で

京
都
府
登
録
有
形
文
化

財
で
す
。 

       

境
内
に
入
り
社
務
所

で
、
入
苑
券
と
梅
宮
大

社
由
緒
略
記
を
頂
き
ま

し
た
。
前
の
テ
ン
ト
の

下
で
、
宮
司
さ
ん
か
ら

梅
宮
大
社
の
由
緒
や
歴

史
を
本
当
に
わ
か
り
易

く
説
明
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
質
問
事
項
に
も

わ
か
り
易
く
丁
寧
に
説

明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

梅
宮
大
社
の
御
祭
神

に
つ
い
て
は
、
由
緒
略

記
に
記
載
の
諸
神
に
つ

い
て
、
例
え
ば
昔
か
ら

酒
造
り
は
非
常
に
難
し

く
酒
造
り
祖
神
（
酒
解

神
）
の
話
や
授
子
の
神

（
酒
解
子
神
）
な
ど
丁

寧
に
説
明
し
て
頂
き
ま

し
た
。 

本
当
に
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。 

本
殿
や
末
社
を
参
拝

後
、
神
苑
を
散
策
し
ま

し
た
。 

梅
宮
大
社
の
神
苑
は
、

東
神
苑
、
北
神
苑
、
西

神
苑
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。 東

神
苑
は
、
花
々
が

咲
き
誇
る
美
し
い
神
苑

の
池
「
咲
耶
池
」
に
浮

か
ぶ
島
に
あ
る
の
が
、

「
芦
の
ま
ろ
屋
」
と
も

呼
ば
れ
た
茶
席
の
「
池

中
亭
」
で
す
。 

池
中
亭
は
、
古
き
良

き
歌
の
古
里
と
し
て
の

雰
囲
気
を
、
今
に
伝
え

る
唯
一
の
茅
葺
き
屋
根

の
建
物
と
な
っ
て
い
ま

す
。
茶
席
「
池
中
亭
」

は
嘉
永
４
年(1

8
5

1

年)

建
築
。
侘
び
た
風
情
に

心
癒
さ
れ
ま
す
。 

「
池
中
亭
」
の
内
部

は
、
通
常
非
公
開
で
す
。

内
部
の
様
子
は
、
床
の

間
の
あ
る
四
畳
半
の
お

茶
室
で
す
。 

北
神
苑
に
は
、
勾
玉

の
池
が
あ
り
ま
す
。 

勾
玉
型
の
池
の
周
り

は
花
菖
蒲
で
埋
め
つ
く

さ
れ
ま
す
。 

西
神
苑
は
、
椿
と
梅

苑
を
主
体
と
し
た
、
冬

か
ら
早
春
に
見
頃
を
迎

え
る
庭
園
で
す
。
平
安

時
代
に
大
納
言
源
経
信

が
秋
の
こ
と
を
う
た
っ

た
碑
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
梅
宮
大
社
で
は

春
の
梅
や
桜
の
ほ
か
に
、

花
菖
蒲
、
カ
キ
ツ
バ
タ
、

ツ
ツ
ジ
、
紫
陽
花
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
花
が
咲
く

こ
と
に
く
わ
え
、
秋
の

紅
葉
も
見
事
で
す
。 

      

梅
宮
大
社
参
拝
後
、

桂
川
の
松
尾
橋
手
前
の

日
本
料
理
店
「
み
ず
き
」

で
旬
の
食
材
を
使
っ
た

京
都
の
家
庭
料
理
「
お

ば
ん
ざ
い
：
小
鉢
、
お

ば
ん
ざ
い
、
天
ぷ
ら
盛

り
合
わ
せ
、
ご
飯
、
お

漬
物
、
お
吸
い
物
、
珈

琲
と
デ
ザ
ー
ト
の
セ
ッ

ト
」
を
予
約
し
て
い
た

座
敷
の
テ
ー
ブ
ル
席
で

頂
き
ま
し
た
。 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

活
動
報
告 

２０２３年５月 わがまち紹介  

戦国最初の天下人の城があった:三好山（原） 

芥川城跡の史跡見学と散策 

月 日：2023 年 ５月１８日(木） 

集合場所：高槻市営 上の口バス停 集合 

訪 問 先：芥川城跡の史跡見学と散策 

そ の 他：詳細は別途配布資料を参照下さい。  

２０２３年４月  

2023年度[VG槻輪]年次総会 

月 日：2023 年 4月 13日(木） 

総会場所：クロスパル高槻 302 号会議室 

親睦会場：グリーンプラザたかつき １号館 

5 階 つきの井 

そ の 他：詳細は別途配布資料を参照下さい。  

松尾橋から見る 

松尾大社の赤い鳥居 

社務所の前で 

宮司さんの説明を聞く 

東門を入り 

東神苑「咲耶池」観賞 

梅宮大社の楼門 

2 階に酒樽が 


